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【目的】 

低気圧による海洋の擾乱によって，レイリー波とともにラブ波

が励起される [Matsuzawa et al. 2008]．また，常時微動（常時自

由地球振動）においても，レイリー波だけでなくラブ波を含む

ことが報告されている [Nishida et al. 2008など]．しかし，海洋

波が平坦な海底へ荷重するといった単純なモデルでは，ラブ波

の励起を説明することは出来ない．近年，Fukao et al. [2010] は，

複雑な海底地形と海洋波が相互作用をすることによって，海底

に剪断力が発生するといったメカニズムを提案し，ラブ波励起

のモデル化行っている．しかしながら，その定式化は，水平１

次元の場合に限られており，実際の問題に適用するためには，

水平 2次元へと拡張する必要がある．本研究では，水平2次元

における海洋波と海底地形の相互作用によるラブ波励起の定式

化を行う [Saito 2010]． 

 

【研究内容】 

遠方場近似を用いて海洋波・ラブ波の進行方向を適切に考慮し，

海洋波と海底地形の相互作用によるラブ波励起の定式化を行っ

た．ラブ波特に，海洋波と海底地形が相互作用することによっ

て生じる剪断応力に対して，等価な点力源は， 

 

   (1) 

 

となる．ただし，ρ0: 海水密度，g0：重力加速度，η0: 海面波高，

h1: 海底地形標高のスケール，h0: 平均水深，k: 海洋波の波数，

である．等価点力源は，海底地形の2次元波数スペクトル ξ と

海洋波の波数ベクトルによって表され，その向きは，海洋波の

進行方向 (x) と等しくなる． 

 海底地形の一例として，ガウス型関数で表される海山を考え

ると，海洋波の波長が海山の径のおよそ2倍のときにピークを

もつように，海洋波と海底地形の相互作用が起こる．一方，冪

乗型スペクトル構造で表されるフラクタル的性質をもつ海底地

形の場合，海洋波は幅広い波長にわたって，海底地形と相互作

用を引き起こすことができる． 
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図‐1 定式化に用いる座標系．x方向に進行する海洋波が，原

点付近に局在する任意の海底地形と相互作用し，ラブ波を励起

する．このとき，ラブ波励起に関する等価点力源は，式（１）

で与えられる． 

 


